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MgO-Cれんがにおいて、Al添加剤は炭素の酸化を防ぐとともに、高温での

使用後に組織を緻密化する役割を持つ。

本研究の目的：MgO-CれんがにおけるAl添加剤の分布が特性に与える影響について
調査し、最適な酸化防止剤の分布状態を検討する。（写真は、作製したMgO-Cれん
が試料の微構造写真。M-AlはMgOの周囲にAlが付着している。M-CはAlが黒鉛中に

分散している。）
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写真は、試料M-AlおよびM-Cの1600℃×1h還元焼成後の元素マッピングである。
MgO粒の周囲には10～20㎛の気孔が形成しており、気孔はMgAl2O4(Spinel)で覆わ

れている（写真M-Al参照）。一方、黒鉛中には大きな気孔は形成されておらず、黒
鉛粒子間に広くMgAl2O4(Spinel)が生成していることが確認された（写真M-C参照）。


